
第１回 NITS ⼤賞（平成 29 年度）エントリーシート 
笠岡市⽴今井⼩学校 河野 和美                                                                               A-3 
【活動名】 教科 ＋ 特別活動 「望ましい⽣活習慣改善プランを考えよう！」（第 6 学年） 
解決すべき課題：  

⽣活を振り返り、望ましい⽣活習慣を送るための課題を⾒つけることができる。また、⾏動可能な⽬標を⽴て、主体的に⽣活習慣の改善に取り組むことができる
ようにする。 
⽬的や背景： 
 近年、社会環境の変化に伴い、⽣活習慣の乱れと深い関係があるがん、⼼疾患、脳⾎管疾患は、⽇本⼈の死因の上位を占めている。笠岡市においても、これ
らの疾病が死因の半数以上を占めており、ここ 10 年間の調査でも増加傾向にある（「いきいき笠岡 21」H25.6 最終報告より）。これら⽣活習慣病の多くは、
成⼈後に症状が現れることが多いが、⼦どもの頃からの⽣活習慣が⼤きく関係している。本校の児童も、⽣活習慣に課題を抱えている児童が多い（H28・29 今
井⼩ ⽣活アンケートより）が、⽣活習慣が原因となって体調不良を起こすような⼤事に⾄っていないため、「⽣活習慣を改善しよう」という意識はやや乏しい。⼩
学校⾼学年になると、物事を⼀般化し筋道を⽴てて考えることができるようになり、⾃⾝の将来についても考えを深められるようになる。このような時期に、「⽣活習
慣の改善」について学習することは重要であると考え、6 年⽣に本活動を実施した。 
活動内容： ○研修内容の活⽤  ●活動内容の実際 
・職員研修・指導案検討（全教職員対象） 
・授業の実践 

○指導者養成研修より「保健教育の在り⽅（⾒⽅・考え⽅）」・「学習指導要
領」・「特別活動と教科の関連性」を伝達・協議 

○指導者養成研修ユニット内で作成した指導案の共有・再検討 
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１ 体育科（保健領域）「⽣活のしかたと病気」 
（１）今井⼩⽣活アンケートの実施 
    就寝時間が遅い・偏った⾷⽣活・休⽇の⽣活の乱れ 

ポイント１ 課題をつかむ 
○調査結果を活⽤し、⾃分⾃⾝の問題としてとらえられるようにする。 
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（２）⽣活バランスチェックシートの実施 
    ⾃分の⽣活を振り返り、個⼈の健康課題に結びつける。 
（３）⽣活習慣病とは、どのような病気か知る。 
（４）ブレーンストーミング 

⽣活習慣病の原因として何が考えられるか。 
 

ポイント２ 原因の追及 
●⽣活バランスチェックシートにより、⾃⾝の課題を可視化する。 
○原因を整理し、解決に向けての⽅向性を明確にする。また、改善の必要性を

実感させる⼿⽴ての導⼊。 
○問題解決能⼒の向上・⾔語活動の活性化・他者との協働を促すことを⽬的と

し、ブレーンストーミングを導⼊。深い学びへつなげる。 
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２ 特別活動（学級活動）「⽣活習慣改善プランを考えよう」 
（１）健康ビンゴの実施 
（２）笠岡市の健康施策の紹介 
（３）ブレーンストーミング 
    よりよい⽣活を送るためにどうすればよ 

いか。⾃分の課題ごと（⾷事・睡眠・ 
運動）に分かれて⾏う。 

ポイント３ 解決⽅法を考える 
●笠岡市の健康施策「あなたの健康づくりガイド」をもとにした健康ビンゴを実施す

ることで知識を拡張するとともに、⽣活改善の態度を育成する。 
○社会参画とヘルスプロモーションの考え⽅を伝える。 
○問題解決能⼒の向上・⾔語活動の活性化・他者との協働を促すことを⽬的と

し、ブレーンストーミングを導⼊。深い学びへつなげる。 
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（４）ロジックツリーによる⾏動の具体化 
 
 
 
（５）⽣活習慣改善プラン（個⼈⽬標）の決定 

ポイント４ 個⼈⽬標を⾃⼰決定する 
○指導者養成研修資料「教職員研修の⼿引き 2017」を参考に、個に応じた

具体的な実践⽅法を決める⼿法としてロジックツリーを導⼊。 
●思考ツールとしてロジックツリー（How）を⽤い、⽬標の具体化をうながし、より

⾏動可能な⽬標を設定する。 
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・⽣活習慣改善プランの実施 ポイント５ 決まったことを実⾏する 
●⽣活習慣改善プランを 1 週間実践し、⾃⼰評価する。 

・実践の振り返り 
・⽣活バランスチェックシートの実施 
                              【実践カード】 

ポイント６ 実践意欲の継続化 
●帰りの会を利⽤し、実践の振り返りと⾃⼰評価を発表し合い、次回のチャレン

ジへの意欲付けをする。 

 実践前 実践後
⾷事 7.8 10.1 
睡眠 8.1 10.9 
運動 8.3 9.3 

活動の成果：
○⾷事、睡眠、運動の学年の平均値が 3 項⽬全てにおいて、⽣活習慣改善プランの実施前後で改善がみられた。（右表） 
○児童の感想から、「朝、すっきり⽬覚められるようになった。」「ゲームの時間を 30 分にした。」など⽣活習慣の改善がみられた。ま 

た、「今後も続けたい。」という実践意欲の継続がうかがえる感想が多くあった。
○保護者のコメント記⼊欄では、「お⾵呂上がりに柔軟体操をするようになった。」「早く寝るために⾃分から動いていて、驚いた。」な 

ど家庭での児童の⾏動変容が書かれたコメントを多数得ることができた。 
○実践後の職員研修で、「1 時間⽬から眠そうにしている児童が減った。」「休憩時間に外遊びをする児童が増えた。」などの成果があったとの声があった。
アピールポイント： 
○指導者養成研修ユニットで作成した指導案をもとに職員研修・指導案検討を⾏い、より本校の実情に合った実践を⾏ったことで課題解決を図ることができた。 
○「⾷事」は、児童個⼈の努⼒だけでは改善不可能な部分も多いため、⽣活改善プランのフォローアップとして、笠岡市「あなたの健康づくりガイド」を推進している

愛育委員会、栄養改善協議会の⽅をお招きして参観⽇に「親⼦料理教室」を開催し、望ましい⾷⽣活について親⼦で学びながら調理実習を⾏った。 
○思考ツールとしてロッジクツリーを活⽤し、より⾏動可能な個⼈⽬標を⽴てさせたことで、意欲的な実践へとつながった。その成果から、校内研究として⽬的に応じ

た思考ツールの研究と活⽤を他の教科・領域にも広げ、各学年で授業実践に取り組むこととなった。 




